
 
図 2 濠の残存率と合計面積（内濠と外濠） 

 

図 1 対象地域 
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図 3 石高と城下町居住率 

地方都市における都市化と城下町遺産の残存・消失に関する研究 
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1.はじめに 

近年，地方都市において，大規模小売店や公共施設の郊外立地により，低密度拡散型の都市が形成されて

きている．また，人口 10万以上の都市の過半数は城下町を起源とし，大火や戦災，都市開発などで姿が変わ

り，往時を偲ぶことのできる城下町遺産は時代とともに消失してきている．城下町全域の区画が現存する都

市は極めて少ないが，多くの旧城下町では城下町時代の痕跡を今日まで継承している． 

そんな中，城下町をルーツとする地方都市において，国の重

要伝統的建造物保存地区や戦災復興事業，歴史まちづくり法，

または県や市の景観条例などによって古くからある町並みの

保存が重要視されるようになってきた．そこで本研究では，近

世城下町をルーツとする地方都市において城下町遺産である

濠の残存率と DID(人口集中地区)の変遷等を分析，都市化との

関係を明らかにすることを目的とする． 

2.研究対象都市の選定 

図１に研究対象地域を示す．本研究では，石高 10万石以上

であった城下町をルーツとする都市において，代表として各県

につき最も石高の大きい城下町をそれぞれ 1 つずつ選定する．

東京・大阪大都市圏は都市化の度合いが地方都市とは異なるた

め，山城は他の城下町と構造が異なるため除外した． 

3. 城下町の概要・変遷と特徴 

（1）各城下町の歴史と濠の残存・消失 

江戸時代における各藩の城下町絵図を参考に，ゼンリ

ン電子地図に濠の残存・消失状況を書き込み，面積と残

存率を計測した．城郭のあった部分は現在城址公園にな

るなど，多くが保全されているため内濠の残存率は全て

の城下町で比較的高かったが，川を除外した外濠の多く

は消失していることが明らかになった．図 2 では歴史ま

ちづくり法を適用している都市を緑，戦災復興事業を適

用している都市を赤，それ以外は青で表した．戦災を受

けず，濠の残存率の高い松江，弘前，萩は歴史まちづく

り法が適用されており，歴史的な風致の維持が行われて

いる．一方で，戦災復興事業を適用した都市は第三象限

に多く，残存率が低い傾向にあると示唆された． 

（2）各城下町の地域構造の特性 

城下町の地域構造の指標を用いて散布図を作成した．石

高，領内人口，城郭面積，城下町面積など 9 個を用いた． 

図 3 から城下町居住率（城下町人口を領内人口で除した）

が多くの城下町で約一割にとどまっているが，富山だけ城

下町居住率が高く，農村人口が低い．城下町をルーツとす

る都市の人口が藩の経済を支えていて，商業中心の都市で

あると示唆される． 

4. 地方城下町と人口集中地区に関する分析 

（1）人口集中地区の推移からみた都市の広がり 

江戸時代において，日本古城絵図等に描かれている町の範囲が市街地であったと考え，計測した城下町区 
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図 4 対象地域の DID の拡大 

 

 

図 6 城下町区域と町丁目人口密度（松江） 

 

図 5 残存率と DID 増加率 

域の 1960 年~1980 年~ 

2005 年それぞれの DID

から，人口・面積・人

口密度を計測した．図 4

を見ると，ほとんどの

城下町は，1960 年後半

から 1980 年ごろまで

DID は拡大し，都市面

積の拡大のスピードが

人口の増加を上回った

結果，低密度化が急激

に進行した． 

（2）各城下町の地域構

造と特性 

各都市を比べてみる

と，石高が大きいほど

DID 面積が拡大してい

た．政令指定都市とな

っている仙台，名古屋，

岡山，広島，福岡の DID

面積は著しく拡大していた．中核市と呼ばれる都市

で，石高の比較的小さかった都市である，郡山，姫

路，富山，高松では面積拡大量が大きいことが明ら

かになった．  

（3）残存率と都市化 

 図 5 では残存率と DID 人口増加率との関係を示し

た．色の凡例は図 2 と同じである．松江，弘前等の歴

史まちづくり法が適用された藩は残存率が高く，DID

人口も約 2 倍に増加していることが明らかになった． 

5．地方城下町とまちづくり 

 城下町を核とする市街地の都市化の度合いと濠

の残存・消失の関係を各対象地域において人口密

度の分布から把握していった．ここでは図 6 で示

す松江を例に挙げる．城郭はほぼ江戸時代の形を

残している.三の丸のあたりは官庁街になってい

る.城下町区域の南に人口密度の高い地域が広が

っている.内濠はほぼ昔のまま残っており,外濠も

ほとんど残っている.濠が消失している部分は大

方町丁目人口密度の高いところである. 

6．おわりに 

本研究では，城下町遺産である濠の残存率と人

口，面積，密度から見た都市化について分析した．

残存率について内濠はどの城下町でも比較的高く，

外濠は天然の川を利用している以外の部分でほと

んど消失していることから城下町を中心とした都

市化（埋め立てや道路，宅地化）は主に外濠で行

われていて，城下町を中心とした DID は全ての対象地域で拡大していることが明らかになった．今回は城下

町遺産として濠の残存率を中心に見てきたが，さらに多くの都市化や歴史的遺産の指標を用いることで，よ

り高い都市化との関係性が得られるのではないかと示唆される．  
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